
　
六
月
五
日
は
端
午
の
節
句
。
中
国
の
道
教
由
来

の
日
本
独
自
の
も
の
で
あ
る
こ
の
行
事
を
「
ご
先

祖
さ
ま
に
も
一
緒
に
楽
し
ん
で
ほ
し
い
」
と
い
う

真
心
に
よ
り
、
こ
の
行
事
は
大
安
寺
で
も
長
く
受

け
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。
位
牌
堂
に
御
参
り
に
来

ら
れ
る
お
檀
家
さ
ん
が
多
い
の
で
す
が
、
大
安
寺

で
は
古
く
か
ら
「
べ
こ
餅
（
べ
ろ
餅
と
も
言
わ
れ

た
）」
と
菖
蒲
を
お
供
え
す
る
の
が
な
ら
わ
し
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
位
牌
堂
を
訪
れ
る
人
同

士
で
会
話
・
交
流
す
る
の
も
何
よ
り
の
楽
し
み
で

し
ょ
う
し
、
ご
先
祖
さ
ま
を
思
い
な
が
ら
、
ス
ー

パ
ー
な
ど
で
お
供
え
す
る
べ
こ
餅
を
選
ん
だ
り
、

自
作
し
た
り
す
る
の
も
皆
さ
ん
の
喜
び
に
な
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

令和 7年 6月 5日（木）発行

　
冒
頭
の
言
葉
は
、
ベ
ト
ナ
ム
で
生
ま
れ
、
後
に

フ
ラ
ン
ス
に
渡
っ
て
仏
教
・
禅
の
教
え
を
説
い
た

禅
僧
の
も
の
で
す
。
仏
教
で
は
「
自
利
利
他
円
満
」

と
い
っ
て
、
自
ら
の
幸
せ
（
自
利
）
と
他
者
の
幸

せ
（
利
他
）
は
、
決
し
て
切
り
離
せ
な
い
と
説
き

ま
す
。
し
か
し
他
者
の
幸
せ
を
願
う
前
に
、
ま
ず

は
自
分
自
身
の
心
が
安
ら
か
で
、
満
ち
て
い
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
自
分
の
心
が
波
立
ち
、
怒
り
や

不
安
で
満
ち
て
い
れ
ば
、
ど
れ
ほ
ど
言
葉
を
尽
く

し
て
も
、
真
の
優
し
さ
や
平
和
は
相
手
に
届
き
ま

せ
ん
。
逆
に
、
心
に
安
ら
ぎ
と
慈
し
み
が
あ
れ
ば
、

そ
の
静
け
さ
は
自
然
と
周
囲
に
も
伝
わ
り
、
共
に

幸
せ
を
分
か
ち
合
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
れ

は
決
し
て
自
己
中
心
で
は
な
く
、
真
に
他
者
を
思

い
や
る
た
め
の
出
発
点
な
の
で
す
。
自
分
を
大
切

に
す
る
こ
と
は
、
他
者
を
大
切
に
す
る
た
め
の
第

一
歩
。
日
々
の
生
活
の
中
で
、
ま
ず
自
分
の
心
を

見
つ
め
、
調
え
る
こ
と
こ
そ
が
、
真
の
利
他
行
に

つ
な
が
り
ま
す
。
こ
の
節
句
、
こ
の
言
葉
に
な
ら

い
、
心
お
だ
や
か
で
安
ら
ぎ
に
満
ち
た
時
間
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
お
寺
参
り
を
は
じ
め
、

仏
道
修
行
に
努
め
た
い
も
の
で
す
。　
　
　
合
掌

名
句

・
名
言
に
学
ぶ

（
令
和
七
年
八
月
）

　
　
　
　
　
　
今
年
の
花
ま
つ
り
は
例
年
の
五
月
八
日
で
は
な
く
、
大

型
連
休
の
最
終
日
に
開
催
し
た
こ
と
も
あ
り
、
昨
年
以
上
の
来
場
者
に

恵
ま
れ
ま
し
た
。
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
や
梅
こ
そ
散
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

来
場
者
と
と
も
に
春
到
来
の
喜
び
を
共
有
で
き
、
お
釈
迦
さ
ま
の
誕
生

を
お
祝
い
で
き
た
こ
と
は
何
よ
り
の
喜
び
で
し
た
。（
副
住
職
）

令
和
七
年
八
月
中
旬
に
発
行
予
定
で
す
。
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◆「
月
例
写
経・写
仏
会
」（
予
約
不
要
）

日
時
―
六
月
二
十
九
日（
日
）、七
月
二
十
七
日（
日
）、

八
月
二
十
四
日（
日
）、九
月
二
十
八
日（
日
）

午
後
一
時
〜
三
時

内
容
―
ミ
ニ
法
話
〜
写
経・写
仏
〜
茶
話
会

場
所
―
中
広
間　
参
加
費
―
五
百
円　
　
備
考
―
椅
子
席

◆「
暁
天
坐
禅
会
」（
予
約
不
要
）

日
時
―
六
月
十
五
日（
日
）、七
月
六
日（
日
）・二
十
日（
日
）、

八
月
三
日（
日
）・十
七
日（
日
）、九
月
七
日（
日
）・二
十
一
日（
日
）

午
前
七
時
〜
八
時
十
五
分　
※
坐
禅
指
導
希
望
の
方
は
午
前
六
時
半
集
合

内
容
―
禅
語
紹
介
〜
坐
禅
〜
法
座（
感
想
の
共
有
）

場
所
―
本
堂　
参
加
費
―
無
料　
備
考
―
椅
子
坐
禅
可
能

服
装
―
動
き
や
す
い
服
装
で
。（
ス
カ
ー
ト・ジ
ー
ン
ズ
不
可
）

（
令
和
七
年
六
月
～
九
月
）

各
種
講
座
の
ご
案
内

曹洞宗テレホン法話
曹洞宗宗務庁運営

0120-508-740
携帯の方は 03-3454-5410

曹洞宗テレホン法話
「心の電話」

東北管区教化センター運営

022-341-1531

【
令
和
七
年
度
分
維
持
費
納
入
に
つ
い
て
】

○
令
和
七
年
度
分
維
持
費
の
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
払

　
込
取
扱
票
は
、
六
月
下
旬
の
護
持
会
総
会
終

　
了
後
、
郵
送
も
し
く
は
各
地
区
役
員
さ
ん
を

　
通
し
て
「
令
和
六
年
度
決
算
書
・
令
和
七
年

　
度
予
算
書
」「
護
持
会
だ
よ
り
」
と
と
も
に
お

　
手
元
に
お
届
け
し
ま
す
。

○
納
入
は
、
各
地
区
役
員
さ
ん
へ
の
直
接
渡
し
、

　
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
Ａ
Ｔ
М
・
窓
口
で
の
払
込
、
大

　
安
寺
事
務
室
で
の
直
接
納
入
の
い
ず
れ
で
も

　
結
構
で
す
。
な
お
、
納
入
期
限
は
令
和
七
年

　
十
二
月
三
十
一
日
で
す
。　

○
諸
物
価
高
騰
等
の
諸
般
の
事
情
に
よ
り
、
令

　
和
七
年
度
よ
り
維
持
費
の
金
額
を
五
千
円
に

　
改
訂
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
理
解
の
程

　
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
転
居
さ
れ
た
方
は
必
ず
大
安
寺
ま
で
戸
主
の

　
方
の
お
名
前
、新
住
所
、連
絡
先
（
電
話
番
号
）

　
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
電
話
：
０
１
７
５
ー
３
４
ー
２
９
２
６
、

    

電
子
メ
ー
ル
： info@

daianji.jp

■
八
月
十
三
日（
水
）

「
迎
え
火
萬
灯
会
」午
後
六
時
半
〜
八
時　
※
荒
天
時
は
本
堂
内
に
て

■
八
月
十
六
日（
土
）

「
盂
蘭
盆
会 

施
食
会
法
要
」（
本
堂
）午
前
十
一
時

※
同
日
午
後
二
時
よ
り
、「
永
代
供
養
墓
苑
合
同
供
養
祭
」※
荒
天
時
は
本
堂
に
て

「
送
り
火
萬
灯
会
」午
後
六
時
半
〜
八
時 

※
荒
天
時
は
本
堂
内
に
て

※
萬
灯
会
用
カ
ッ
プ
ロ
ー
ソ
ク
は
八
月
一
日（
金
）よ
り
事
務
室
に
て
販
売
し
ま
す
。

行
事
予
告

夏
至
の
時
期
、
キ
ャ
ン
ド
ル
の
灯
が
揺
れ
る
中
、

ヨ
ー
ガ
・
坐
禅
を
体
験
で
き
る
行
事
を
開
催
し

ま
す
。
日
常
を
離
れ
、
ご
自
身
の
身
体
を
調
え

る
静
か
な
時
間
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
？

■
日
時
：
令
和
七
年
六
月
二
十
二
日
（
日
）

午
後
七
時
〜
九
時
（
六
時
四
十
五
分
受
付
開
始
） 

■
場
所
：
大
安
寺
本
堂　

■
定
員
：
三
十
名
（
先
着
順
）

■
講
師
：
中
島 

敬
子
・
長
岡 

俊
成

■
参
加
費
：
五
百
円
（
当
日
申
し
受
け
ま
す
）

■
持
ち
物
：
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
（
バ
ス
タ
オ
ル
可
）

　
／
動
き
や
す
い
服
装
で

■
申
し
込
み
：
左
上
の
二
次
元
コ
ー
ド
を
ス
マ
ー

　
　
　
　
　

   

ト
ホ
ン
で
読
み
取
り
、
申
し
込

　
　
　
　
　

   

み
フ
ォ
ー
ム
に
必
要
事
項
を
入

　
　
　
　
　

   

力
の
上
ご
送
信
く
だ
さ
い
。

「
キ
ャ
ン
ド
ル
ラ
イ
ト
寺
ヨ
ー
ガ 

２
０
２
５
夏
」

第
五
十
八
回

Ｑ
．
坐
禅
会
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ
．
曹
洞
宗
の
教
え
の
根
幹
は
坐
禅
に
あ

り
ま
す
。
そ
れ
は
お
釈
迦
さ
ま
が
坐
禅
修

行
に
精
進
さ
れ
、
悟
り
を
開
か
れ
た
こ
と

に
由
来
し
ま
す
。
坐
禅
は
信
仰
生
活
の
基

本
で
あ
り
、
中
心
で
す
。
禅
と
は
物
事
の

真
実
の
姿
、
あ
り
方
を
見
極
め
、
こ
れ
に

正
し
く
対
応
し
て
い
く
た
め
に
心
の
は
た

ら
き
を
調
え
る
こ
と
で
す
。
そ
し
て
坐
る

こ
と
に
よ
っ
て
身
体
を
安
定
さ
せ
、身
・
息
・

心
の
調
和
を
は
か
り
ま
す
。
曹
洞
宗
の
坐

禅
は
「
只
管
打
坐
」
で
、
た
だ
ひ
た
す
ら

坐
り
ま
す
。
何
か
他
に
目
的
が
あ
っ
て
そ

れ
を
達
成
す
る
手
段
と
し
て
坐
禅
を
す
る

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
坐
禅
を
す
る
姿
そ

の
も
の
が
「
仏
の
姿
」
で
あ
り
、
悟
り
の

姿
な
の
で
す
。
道
元
禅
師
は
坐
禅
だ
け
で

な
く
、
す
べ
て
の
日
常
行
為
に
坐
禅
と
同

じ
価
値
を
見
出
し
、
禅
の
修
行
と
し
て
行

な
う
こ
と
を
説
か
れ
て
い
ま
す
。
坐
禅
は

一
人
で
も
で
き
ま
す
が
、
入
門
者
の
方
は

坐
禅
会
で
正
し
い
指
導
の
も
と
に
行
う
こ

と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
坐
禅
会
に
参
加

す
る
こ
と
で
、
坐
禅
を
継
続
し
て
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
各
寺
院
で
開
催

し
て
い
る
坐
禅
会
に
お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。
出
典
：「
仏
事
Ｑ
＆
Ａ
曹
洞
宗
」

（
編
：
曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
）

も
し
わ
た
し
た
ち
自
身
が
幸
せ
で
な
け
れ
ば
、

も
し
わ
た
し
た
ち
自
身
が
平
穏
な
心
を
持
っ

て
い
な
け
れ
ば
、
幸
せ
や
平
和
を
他
の
人
と

共
有
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
す
。
愛
す
る
人

や
、
家
族
と
で
あ
っ
て
も
。

　
　
　
　
（
禅
僧　
テ
ィ
ク
・
ナ
ッ
ト
・
ハ
ン
）

※6月 17日～ 23日

「共助の力」

（副住職担当）

大安寺公式 LINE
登録者募集中！

各種行事のご案内のほか、
ご法事の予約、 仏事相談も

承ります。

し     

か
ん    

た       

ざ


